
Information

　　

児
童
手
当
の
２
月
定
期
支
給
日

は
２
月
10
日（
水
）で
す（
10
月
〜
１

月
分
）。個
別
に
支
払
通
知
は
し
ま

せ
ん
の
で
、通
帳
で
入
金
の
確
認
を

お
願
い
し
ま
す
。

※
現
況
届
が
未
提
出
の
方
は
支
給
さ
れ
ま
せ

ん
。未
提
出
の
方
は
至
急
提
出
し
て
く
だ
さ
い

■
問
い
合
わ
せ

　　

市
役
所
市
民
保
険
課

　　

物
部
川
の
町
田
堰
よ
り
取
水
し

て
い
る
農
業
用
水
の
水
止
め
に
つ

い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
期
間　
３
月
３
日
（
木
）８
時
〜

　　　　　　　
３
月
７
日
（
月
）17
時

■
問
い
合
わ
せ

　　

物
部
川
土
地
改
良
区
連
合

　　


55
ー
2
2
1
6

　
　
「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」

は
、配
偶
者
や
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の

暴
力
、職
場
等
に
お
け
る
セ
ク
シ
ュ

ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、ス
ト
ー
カ
ー

行
為
と
い
っ
た
、女
性
を
め
ぐ
る
さ

ま
ざ
ま
な
人
権
問
題
に
つ
い
て
の

相
談
を
受
け
付
け
る
専
用
相
談
電

話
で
す
。

　
　

電
話
は
最
寄
り
の
法
務
局
・
地

方
法
務
局
に
つ
な
が
り
、女
性
の
人

権
問
題
に
詳
し
い
法
務
局
職
員
、

ま
た
は
人
権
擁
護
委
員
が
相
談
を

お
受
け
し
ま
す
。相
談
無
料
、秘
密

は
厳
守
し
ま
す
。
夫
・
パ
ー
ト
ナ
ー

か
ら
の
暴
力
、職
場
で
の
差
別
や
セ

ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、ス

ト
ー
カ
ー
な
ど
、ど
ん
な
こ
と
で
も

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
専
用
相
談
電
話　

　　


0
5
7
0
ー
0
7
0
ー
8
1
0

■
受
付
時
間　

　　

平
日　
８
時
30
分
〜
17
時
15
分

　　
ま
た
、香
南
市
で
も
毎
月
３
回
程

度
、
人
権
擁
護
委
員
に
よ
る
人
権

相
談
所
を
開
設
し
て
い
ま
す
。
相

談
日
や
場
所
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。広
報
挟
み
込
み
の
カ
レ
ン

ダ
ー
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　　

市
役
所
人
権
課

　　

一
般
消
費
者
を
対
象

に
、不
動
産
・
住
ま
い
に
関
す
る
問

題
等
に
つ
い
て
専
門
の
相
談
員
が

お
答
え
す
る
、
無
料
相
談
を
実
施

し
ま
す
。

■
日
時　

　　
２
月
18
日（
木
）13
時
〜
16
時

■
場
所

　　
の
い
ち
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

　　
４
階　

第
２
会
議
室

■
問
い
合
わ
せ

　
　

公
益
社
団
法
人
高
知
県
宅
地

建
物
取
引
業
協
会

　　


0
8
8
ー
8
2
3
ー
2
0
0
1

　
　

加
入
者
が
、
日
本
国
内
で
の
交

通
事
故
に
よ
り
け
が
を
し
た
り
死

亡
さ
れ
た
場
合
に
、
見
舞
金
を
受

け
取
る
こ
と
が
で
き
る
、相
互
救
済

の
た
め
の
共
済
制
度
で
す
。

■
対
象　

香
南
市
に
住
民
登
録
を

し
て
い
る
人

■
対
象
と
な
る
交
通
事
故

　　

日
本
国
内
で
の
交
通
事
故
に
よ

る
被
災

■
共
済
掛
金　

一
人　
500
円

■
加
入
手
続
き

　
　

加
入
申
込
書
に
必
要
事
項
を

記
入
し
、
防
災
対
策
課
ま
た
は
各

支
所
に
提
出

■
受
付
期
間

　　
２
月
１
日（
月
）〜
３
月
31
日（
木
）

※
転
入
そ
の
他
の
事
情
に
よ
っ
て
は
、４
月

１
日
以
降
も
加
入
で
き
ま
す

■
共
済
期
間

　
　
４
月
１
日
（
金
）
〜
29
年
３
月
31

日（
金
）

※
年
度
途
中
か
ら
加
入
し
た
場
合
は
加
入

日
の
翌
日
か
ら

■
見
舞
金
請
求
方
法

　　

必
要
書
類
を
防
災
対
策
課
ま
た

は
各
支
所
に
提
出

■
問
い
合
わ
せ

　　

市
役
所
防
災
対
策
課

　　

昨
今
に
お
け
る
還
付
金
等
詐
欺

被
害
は
、１
〜
２
月
に
非
常
に
多
く

発
生
し
て
い
ま
す
。こ
の
時
期
は
、

確
定
申
告
期
間
と
重
な
っ
て
い
る

こ
と
が
影
響
し
て
い
る
も
の
と
思

わ
れ
ま
す
。

▼
公
的
機
関
が
電
話
で
還
付
金

等
の
手
続
き
を
Ａ
Ｔ
Ｍ
で
さ
せ
る

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

▼
Ａ
Ｔ
Ｍ
で
還
付
金
等
が
戻
っ
て
く

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

▼
Ａ
Ｔ
Ｍ
を
自
分
で
操
作
し
て
、お
金

が
戻
っ
て
く
る
こ
と
は
あ
リ
ま
せ
ん
。

　
　

昨
年
、
香
南
市
で
も
特
殊
詐
欺

に
よ
る
被
害
が
出
る
等
、
全
国
的

に
詐
欺
被
害
が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん

で
し
た
。

　
　

公
的
機
関
を
名
乗
っ
た
場
合
で

も
必
ず
確
認
を
し
ま
し
ょ
う
。
金

融
機
関
や
警
察
官
が
自
宅
に
訪
問

し
、通
帳
や
カ
ー
ド
等
を
預
か
っ
た

り
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま

た
、ゆ
う
パ
ッ
ク
や
レ
タ
ー
パ
ッ
ク
、

宅
配
便
で
は
現
金
は
送
れ
ま
せ

ん
。「
現
金
送
れ
！
」は
詐
欺
で
す
。

　
　

不
審
な
電
話
、
訪
問
が
あ
っ
た

場
合
や
お
か
し
い
と
思
っ
た
時
は
、

す
ぐ
に
身
近
な
人
に
相
談
し
ま

し
ょ
う
。財
産
は
、自
分
自
身
で
守

り
ま
し
ょ
う
！

（
香
南
警
察
署
内
・
香
南
地
区
地
域

安
全
協
議
会
地
域
安
全
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
・
長
田
麻
紀

55
ー
0
1
1
0
）

　
　

自
動
車
の
駐
車
で
イ
ラ
っ
と
し

た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？
１
台
１

台
の
駐
車
は
短
時
間
で
も
、
駐
車

違
反
を
す
る
と
歩
行
者
や
車
両
の

通
行
妨
害
に
な
る
だ
け
で
な
く
、

　
●　

交
通
事
故
の
原
因

　
●　

緊
急
車
両
の
通
行
の
妨
害

　
●　

交
通
渋
滞
の
原
因

に
な
り
、
私
た
ち
の
生
活
に
直
接

影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。

　
　

ま
た
、
法
定
禁
止
場
所
で
の
駐

停
車
は
、
標
識
・
表
示
の
有
無
に

か
か
わ
ら
ず
、「
違
法
駐
車
」に
な

り
ま
す
。
ま
た
、
夜
間
に
自
宅
近

く
の
道
路
等
に
長
時
間
駐
車
す

る
こ
と
も
違
反
に
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

　　

道
路
は
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま

で
さ
ま
ざ
ま
な
人
が
利
用
し
ま
す
。

「
自
分
さ
え
よ
け
れ
ば
…
」と
い
う
、

迷
惑
駐
車
・
違
法
駐
車
は
や
め
ま

し
ょ
う
！

（
高
齢
者
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
・
岡
﨑
由

美

55
ー
0
1
1
0
）

身
近
な
情
報
が
た
く
さ
ん
載
っ
て
い
て
、
い
つ
も
よ
く
見
て
、
関
係
の
あ
る
情
報
は
カ
ベ
に
貼
り
出
し
気
を
つ
け
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
↓
（
左
ペ
ー
ジ
へ
）

広

報

へ

の

ご

意

見

O
その他その他

o t h e r s

P
香南警察署香南警察署

police station

　
　

香
南
地
区
交
通
災
害
共
済

　
　

加
入
申
込
み
受
付
中

　
　
　

迷
惑
駐
車
・
違
法
駐
車

　
　
　

し
て
い
ま
せ
ん
か
？

児
童
手
当
支
給
日

W
福 祉

W e l f a r e

福 祉

農
業
用
水
の
水
止
め

A
農 業

agriculture

農 業

　２月７日は「北方領土の日」です。択捉島、
国後島、色丹島、歯舞群島の北方四島は、
歴史上、一度も外国の領土になったことの
ない日本固有の領土です。

■北方領土返還要求運動高知県民会議
088-875-1170

重ねる対話　つなげる熱意で
四島（しま）返還

平成 2 7 年 度 北 方 領 土に関 する 標 語 　最 優 秀 作 品

C
相 談

counseling

相 談

女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

■問い合わせ／市教育委員会生涯学習課　５７ー７５２３
　八重瀬町具志頭歴史民俗資料館　０９８ー８３５ー７５００

　
　

不
動
産
に
関
す
る

　
　

無
料
相
談

象

◆問い合わせ／市役所上下水道課　５７ー８５１２

▼現行

使用人数

１人 １,０００円

２人 １,８００円

３人 ２,６００円

４人 ３,４００円

５人 ４,２００円

６～９人 ５,０００円

１０人以上 ８,０００円

下水道使用料／月
（税抜）

▼改正後（２８年４月分より）

上水道給水量

１０㎥までの分 １,０００円基本料金

１１㎥以上
３０㎥までの分超過料金

（１㎥につき）

１２０円

３１㎥以上の分 １４０円

下水道使用料／月
（税抜）

香我美香我美町の下水道料金
下水道料金算定方法方法　が変わりま

が変わります！

　現在、一般家庭
での下水道料金は
世帯人数で使用料が
算定されていましたが、
28年4月1日から、水道水のみご使用
の世帯は水量加算制（水道水使用量に応じ
て、下水道使用料金が算定される）となりま
す。水道水以外（井戸水など）のみ使用、およ
び併用されている世帯は現行のままです。

　

確
定
申
告
期
間
の

　
「
還
付
金
等
詐
欺
」に
ご
注
意

　
　
　
　
　
　　
１
月
号
広
報
１２
ペ
ー
ジ
下
段

　
　
　
　
　　
　
「
県
内
の
事
故
死
傷
者
数
、
高

齢
者
数
」に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

　
『
事
故
死
傷
者
数
３６
人　
う
ち
高
齢
者

２６
人
』
と
あ
り
ま
す
が
、
正
し
く
は
『
事

故
死
者
数
３０
人　
う
ち
高
齢
者
１９
人
』で

す
。
訂
正
し
て
お
詫
び
し
ま
す
。

訂　
正

◆問い合わせ／市役所農林課　57ｰ7517　または、

　野市製糖生産組合　弘田忠士　090ｰ6880ｰ9250

　　野市製糖生産組合では、年末に黒糖作りを行っています。

今年から、黒糖の生産量を増やすため、希望者に甘蔗（サトウ

キビ）の苗を無料で提供します。また、希望者に

は初心者でも栽培できるように指導します

ので、興味のある方はご連絡ください。

　終戦前後は野市地区でも黒糖作りが大変盛んでしたが、白糖な

どの流通により黒糖の生産文化は衰退に至りました。平成６年に

黒糖作りを伝統産業復活の起爆剤にしようと、野市町大谷に製糖

工場を建築し、野市製糖生産組合が伝承してきました。しかし、時

代の経過とともに黒糖作りは生産者、生産量ともに減少しました。

伝統の黒糖作りを絶やさないよう、ぜひご協力をお願いします。

■締切日／３月１５日（火）　※先着順

甘蔗の苗から黒砂糖を作ってみませんか？
かんしょ

第３回香南市総合教育会議を開催します
■日時／２月１６日（火）９時～
■場所／夜須中央公民館 ２階　大研修室
　香南市総合教育会議とは、市長と教育委員
会の連携をより強化し、教育に関する協議・
調整を行うための会議です。傍聴を希望する
方は、当日受け付けまでお申し出ください。

問い合わせ／／市役所総務課　57-8500

者に

策
課

↓　

み
か
ん
大
福
、
お
い
し
そ
う
で
す
ね
。
皮
ま
で
使
っ
て
い
る
の
が
新
し
い
と
思
い
ま
す
。
高
知
の
新
し
い
グ
ル
メ
に
な
る
と
い
い
で
す
ね
。

広

報

へ

の

ご

意

見

入場
無料
先着250名様

整理券が必要です

香南市役所・支所、公民館

　　　　　図書館、弁天座などで

　　　　　　　整理券を配布しています。

　　　　　　　　　お席に余裕があれば

　　　　　　　　　　当日受け付けもあります。

15２０１６.２ 14 ２０１６.２


